
安心生活創造事業における
「権利擁護」について 

伊賀市社会福祉協議会 
  地域福祉部権利擁護課 
           田邊 寿 

伊賀市介護高齢福祉課 
           津田 顕克 



 伊賀は古くから「伊賀の国」
として知られ、俳聖松尾芭蕉
の生誕地であり、横光利一や
荒木又右衛門などゆかりのあ
るところとして知られています。
また、伊賀流忍者のふるさと
としても知られています。 

 大阪・名古屋両大都市の約
80km圏内にあります。 

 山地に囲まれた内陸盆地で、
圏域の約６割を森林が占め、
淀川の源流域として自然環境
に恵まれたところです。 

三重県 伊賀の地域概況 



①人口９９，３６６人 

②世帯数３９,６８９世帯 

③高齢化率２６.７９％ 

④面積５５８.１７㎢ 

伊賀市のデータ(平成２３年１１月３０日現在） 



Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ ･･･Ｈ２７ 年度 

地域福祉
計画 

安心生活
創造事業 

第１次 第２次 

第１次計画を丁寧に実践し、 
第２次計画策定に活かす。 

安心生活創造事業と地域福祉計画 



《モデル地区１》 
上野西部地区 
 住民自治協議会 
《中心市街地型》 

《モデル地区２》 
矢持住民自治協議会 
《中山間地型》 

安心生活創造事業のモデル地区 



広域層 
第１層 全市 

第２層 地域福祉圏域 

第３層 福祉区 

第４層 自治会・区 

第５層 組・班 

５つの圏域と広域層 



平成２１～２２年度 
 住民自治協議会と協働して、第３層より 
 身近な地域での見守り支援体制の構築 

平成２３年度 
 自治協の基盤構築（完全自主事業化） 
 行政・社協内部の施策等の連携強化 

伊賀市の安心生活創造事業 



身近な地域での見守り支援体制 



いが見守り支援員の養成 



市民ふくし大学講座の専門講座 



権利擁護 

住民同士の支え合い活動 
 
 

住民による地域福祉活動 
地域の新たな見守り体制 

 
 早期発見 

（安否、察知） 早期対処 情報支援 

危機管理 不安解消 

住民同士の支え合い活動と権利擁護施策 

権
利
擁
護
施
策 地域福祉 

あんしん保証事業 

日常的金銭管理等 
（日常生活自立支援事業） 

後見人等による支援 
（成年後見制度） 

悪徳商法対策 

日中一人。昼間みんなで
集まれる場がほしい。 

一人暮らし。近所に知り
合いがいなくて不安。 

 
高齢者世帯。相手が病気や介

護が必要になったら・・・ 
 

判断能力が不十分なため、
契約ができない。 

施設入所。身元引受人に
なってくれる人がいない。 

金銭管理ができない。引き
受けてくれる人もいない。 

消費者トラブルに巻き
込まれた。 

市民の困りごと 

支援 

支援 



• 世帯人数の減少 
• 家族関係の希薄化 
• 絆の弱体化（地縁・血縁・社縁）   
• 悪徳商法の拡大（消費者トラブル）    
 等が背景であり、社会的支援、権利擁護を必要
とする方は、ますます増加する 

  →予防・解決するためのしくみが必要 
 

地域で安心して暮らせない 



• 本人の支援者や関係者が何らかの金銭授受
が伴う場合、トラブルになる可能性が高い。 

• 相談、支援の必要性が高ければ、更なる検討 
– 債務や滞納、消費者トラブルの可能性 
– 生活費の困窮 
 場合により、生活保護や年金の受給等の収入確保 

• 支援方法の例 
– 消費者トラブルの解決 
– 日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業） 
– 成年後見制度 など 

 

権利擁護支援の必要性 



• 将来、判断能力が低下する可能性がある。 
• 相談支援の中で、将来的なリスクを検討 

– 家族や親族に頼める方がいるのか否か 
– 実際に親族等がいない場合と何らかの理由で親族
等に頼めない場合 

 
 

予防的権利擁護支援の必要性① 



• 支援方法の例 
– 遺言の作成 
– 任意後見制度の利用 
– 死後事務契約等の締結 
 
→働きかけないと、判断能力低下後では手続
きは困難。 

 自己決定支援の難しさ。 
 

 

予防的権利擁護支援の必要性② 



• 悪徳商法対策 

伊賀における支援方法 



• 訪問販売などによって多額の負債を抱え、自
宅を手放した人もある 

• 負債は生活を圧迫し、租税や公共料金の支
払いも滞る 

• 明らかに高齢者や障がい者をねらっている 
• 被害に遭っていても気づかなかったり、自分
が悪いと思ってしまっている場合が多い 

• マルチ商法などは友人関係など信頼関係を
崩してしまう。・・・・ 

悪徳商法の問題は深刻 



• 伊賀地域に消費生活センターがない 
• 消費生活センターは原則的に訪問しない 
• 行政機関は業者と本人の中立を保たなけれ
ばならないが、社協は本人の立場に立てる 

• 多様な分野に関わる問題であることから横に
つなぐ必要がある→社協の機能の一つ 

• 悪徳商法はニーズ発見や権利擁護の入り口 

社協が悪徳商法対策をする理由 



悪徳商法相談実績 
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• ねらわれているのは高齢者や障がい者。 
• 過去、訪問販売などに引っかかった方は、次々と
様々なものを売りつけられる可能性がある。 

• 悪質な訪問販売や勧誘があった場合は、近所へ
も連絡。隣近所で閉め出せば、２度とやってこな
い。 

• 一人で悩まず、気楽に 
 相談のできる体制を！！ 

悪徳商法対策も ご近所の協力が大切 



• 日常生活自立支援事業 
  （地域福祉権利擁護事業） 

伊賀における支援方法 



  認知症高齢者 34件 
  知的障がい者 46件 
  精神障がい者 65件 
  その他      13件 
  合計      158件 
   （平成２３年１１月末現在） 

日常生活自立支援事業 



①生活全般にわたる課題とインフォーマル 
 (近隣やボランティア）支援の不足  
 

②判断能力の低下と社会的孤立が複合した
問題  例「多問題家族」 

 →対象者は、判断能力の不十分さと社会的孤立

の問題を抱えている   
23 

日常生活自立支援事業利用者の支援ニーズ 



• 成年後見制度 

伊賀における支援方法 



•きめ細やかな福祉的な支援を必要
とする人を対象とし、成年後見制度
の利用支援を伊賀地域において行
う「福祉後見サポートセンター」を開
設。 

• 伊賀市・名張市委託 

• 平成１８年８月開設 
 

25 

伊賀地域福祉後見サポートセンター 



①受任  

②調整（コーディネート、サポート）  

③市民後見人の養成・支援 

  （監督人を含めて） 

 →社会福祉協議会という組織の活用 

社会福祉協議会と成年後見制度との関わり 



• 保証機能にかかる取り組み 

伊賀における具体的支援手法 



求められる場面 
• 入居(アパート、施設)、入所、入院、就労（就職） 

 入学、借金・・・ 
• 家族や親戚が急激に減少  
            ↓ 
• 保証人のなり手が少なくなってきた 
   地縁・血縁・社縁  絆の弱体化 
 

保証が求められる問題 



 日常生活自立支援事業や成年後見制度（伊賀地域福
祉後見サポートセンター）に取り組む中で、住宅や施設、
病院への入居・入院、就職等における身元保証や身元引
受が生活支援上の課題となることがあった。 
 この経験に基づき、地域の課題として、これら「保証」に
関する課題を位置づけ、研究事業を行った。 
平成20年度 厚生労働省社会福祉推進事業 
 地域福祉の推進における｢保証機能｣のあり方
に関する研究事業 
平成21年度 厚生労働省社会福祉推進事業 
 「地域福祉あんしん保証システム」構築事業 

取り組みのきっかけ 



• 見守りなど地域の力で解決すべきことは地域
で解決 

• 既存の制度やサービスで解決できる場合は
それを活用 

• 保険など民間サービスで解決可能な場合は
それを活用 

• 上記でも不可能な場合は地域で支える新た
な仕組みを作る 

地域の仕組みとして保証機能の提案 



 高齢や障がいなど日常生活に支援が必要な人
が、「保証人等」を求められた際、保証を求める
側（事業者）と協議し、たとえば、家賃の滞納や緊
急時の連絡対応等、保証等が必要とされる要因
について、個別的に課題や対応を検討し、本人
を支援する事業等を組み合わせることで、保証
人等がいなくても、必要な入所、入居、入院、就
職等ができる地域を目指すもの。 

地域福祉あんしん保証事業 



地域生活支援と「地域福祉あんしん保証事業」の関係 



－「地域福祉あんしん保証事業」の実施に向けて－① 

 「地域福祉あんしん保証事業」は、日常生活上
で福祉的な支援ニーズのある人を対象として、
一連の生活支援（地域福祉の視点に基づくソー
シャルワーク）のなかで実施する。この取り組み
は地域生活を継続していくうえで保証の問題が
現に「壁」として現れている人だけでなく、保証が
必要となることを予防するための支援、新たな
自立生活の可能性を生み出すより積極的な支
援も行う。 



－「地域福祉あんしん保証事業」の実施に向けて－ 

 一連の地域生活支援のなかで「地域福祉あ
んしん保証事業」を効果的に機能していくため
には、地域を基盤とした「コミュニティソーシャ
ルワーク」（安心生活創造事業等）が不可欠と
なる。 
  
 この取り組みは、地域福祉の推進と「コミュニ
ティソーシャルワーク」の向上に寄与すること
ができると考えられる。 



• 地域の福祉課題は、地域にこそ解決の手
だてがある 

• 住民が解決過程に参加することで、地域
全体が住みやすくなる 

• 情報は、多く発信すれば多く入る 
• 市民や関係機関がつながることで大きな
力を発揮する 

• 職員（市・社協）は、地域福祉を進める調
整役 

• これからは「福祉でまちづくり」 

おわりに 



ご静聴ありがとうございました 



伊賀市における一生涯の支援 支援体制（相談機関編） ～伊賀市地域福祉計画より～ 

 
 



伊賀市における一生涯の支援 支援体制（支援機関編） 

 



 

 

①地域まちづくり計画に基づく地域福祉の推進 

②誰もが尊重される人権文化のまちづくり 

新しい自治 
“ともに育む伊賀流自治の確立” 

１「安」「参」「転」「連」を包含する 

『新しい自治』の確立 

基 本 施 策 基 本 方 針 理   念 

①総合相談支援のしくみづくり 

②（仮称）サービス施策に関する検討会の設置 

③一生涯を通じた生活支援システムの確立 

①2025 年の更なる超高齢社会を見据えた取組み  

②災害や犯罪から市民を守る地域づくり 

③移動制約者への支援 

④コミュニティ・ソーシャルワークの実践 

⑤地域ケアネットワーク会議の設置 

⑥多文化共生社会の構築 

⑦地域生活・在宅生活の支援 

⑧認知症理解の推進 

⑨子育て支援の充実 

⑩心身の健康づくり 

①権利擁護の推進 

②成年後見制度（福祉後見）の充実 

③地域における保証機能づくり 

④虐待の早期発見と対応 

①保健・医療・福祉分野の連携体制の強化 

安住の地域づくり 
“安心して暮らせる地域づくり” 

２総合相談支援システムの構築 

３安心生活の創造 

４地域ぐるみで進める権利擁護のしくみづくり 

５保健・医療・福祉サービスの質の向上 

①体系的な人材育成のしくみづくり 

①福祉教育の実践 

①ユニバーサルデザインの普及 

高参加・高福祉 
“地域福祉活動への住民参加の促進” 

６地域福祉の担い手となる人材の育成 

７福祉教育の推進 

８ユニバーサルデザインのまちづくり 

①地域福祉を支える拠点の充実と活動の場づくり  

②地域交流事業の推進 

③見守り支援活動の実践 

①活動団体の連携と活性化 

②情報共有の推進 

③コミュニティビジネスへの支援 

福祉でまちづくり 
“住民の活動支援施策の充実” ９地域の助け合い活動の構築 

10 身近な地域活動の活性化支援 

①協働による地域福祉活動の推進 
協働の推進 
“多様な主体で進める地域福祉” 11 協働で進める地域福祉 

 

 

 

 

 



 

・後見人研修事業費 

・申立費用の立替、補助 

・後見業務報酬の補助 等 

助言 

指導 

伊賀地域福祉後見サポートセンター組織図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊賀地域福祉後見サポートセンター（伊賀市社会福祉協議会） 

・社会福祉に関する事業又は活動をおこなう者 

（民生委員児童委員連合会、社会福祉協議会、社会福祉士等） 
・法律または医療に関し学識経験を有する者（弁護士、司法書士、医師等） 
・行政職員 

地域住民 

・行政、社会福祉法人

等からの財政的支援 

・共同募金 

・会費･香典返し 

・寄付 等 

社会福祉施設 

民生委員 

後見人等 

（親族） 

後見人等 

（第三者・法人後見） 

相談・助言 

情報提供、研修 

事例
カンファ

検討会
レ ン ス

 

の開催 等 

ニーズキャッチ

相談 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業 

（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
） 

連携 

運営監視機能 

（事業監督機能）監事及び市 

家
庭
裁
判
所 

 

相談機関 

地域福祉後見サポート 

基金（検討中） 

委託 委託 

伊賀市 名張市 

実施事業            ③後見人サポート 

①成年後見制度利用支援     ④啓発・研修 

②福祉後見人材バンク      ⑤法人後見支援 

運営委員会 

事務局 

理事会 

・伊賀市長          ・名張市長 

・伊賀市社会福祉協議会会長 ・名張市社会福祉協議会会長 

会員（正会員・賛助会員） 

会費 
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